
井尻公民館だより    （令和 4年 5月１日発行） 

＜令和 4 年 5 月号＞    （第 218 号） 

＜連絡・問い合わせ先＞館長 窪田 道忠（ ） 
                 主事 相澤陸奥実（ ）

         

      青風去りて社の鎮もれり    飯島武志 
 

新緑が目にまぶしく、風薫る季節がやってきました。

薫風が心地よく感じております、このような季節感を

目の前にして、なんとなく開放的な気分になる、今日

この頃ですが、一方では、ウクライナ情勢の映像が毎

日世界を震撼させており、多くの犠牲を払っても国を

守り続ける姿、このプーチン政権の侵攻は、北方領土

返還抱える、我日本も対岸の火事と                                                             

見過ごしてはならないでしょうか。 

絵手紙愛好会  古屋典子   歴史的背景が有るにしても、この侵攻は許したがたい

ことで、早く終わらせる事を願うものです。 

コロナ感染も高止まりの状況です、早くマスクの要らない笑顔を取り戻すよ 

に初心に戻り、日々の生活に留意しましょう。 

 
令和 4・５年度  公民館運営員の紹介 
 新年度が始まり、次の方々が公民館運営委員に委嘱されました、これからの公民館

の運営、活動のあり方等についてご意見をを頂ける事となりました、宜しくお願いい

たします。 

 （任期・令和 4年 4月 1日～令和６年３月 31日） （順不同・敬称略） 

氏名  氏名  

土屋 憲一 三日市場下区長 石川 雅子 三日市場下区女性代表 

廣瀬 勝男 上井尻区長 須田 正枝 上井尻区女性代表 

古屋 正友 学識経験者 窪田 武仁 社会福祉協議会支部長 

成澤 宗克 学識経験者 守山 芳憲 利用者団体（和太鼓） 

岡  正人 井尻小学校校長 高橋 眞由美 利用者団体（太極拳） 

清水 岳人 松里中学校校長 小島 百合子 食生活改善推進員 

白川 隆 泉寿会会長   

                  －１－ 



 

 

５月の行事予定 
 

 
菊作り教室 

  
昨年の菊作りの経験のない方が、指導の基で励み立派な花を咲かせております、 

花の鉢植えを楽しんでいる方なら、無理なく菊作りができますよ、楽しんでみませんか。 

コロナ感染対策もしっかりして作業を行います。 

 

日時：    ５月９日 （月） 午後５時～ 

場所：井尻公民館   駐車場 

講師：菊の会会長   白川 隆 

費用：不要です 

持参するもの 

  ＊挿し芽用の箱 （発泡スチロール製 縦５０㎝横３０ ㎝深

さ２０㎝位の物） 

  ＊挿し芽用土  （市販の種まき用土 箱分） 

  ＊挿し芽用水いれ（採取した挿し芽仮置きをするため、小さめバケツ） 

  ＊ラベル    （１０枚程度・菊名お書く油性サインペン） 

 芽が伸びている鉢 （菊の会の皆さん） 

  

 

昨年の作業の一部です 
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公民館での各愛好会の活動案内 

 

絵手紙  第 3・日曜日      （夜間）  ホール  

書道  毎週・水曜日      （夜間）  和室  

和太鼓 第 3・水曜日・第 4・木曜日（昼間） 和室 必要に於いて追加日あり 

囲碁  毎週・月曜日      （昼間）  図書室  

川柳  第 4・木曜日      （夜間）  和室  

太極拳  第 2・第 4月曜日    （夜間）  ホール 昼間の時間帯の月もあり 

手芸  第 4・火曜日      （昼間）  和室  

菊の会  ５月～11 月まで数回   （昼間） 駐車場他  

俳句  第 4・火曜日      （夜間）  和室  

ダンス  毎週・火曜日      （夜間）  ホール  

絵画  第 1・土曜日      （昼間）  ホール 休会中 

吹矢  第 2・第 4・土曜日   （夜間）  ホール コロナで休会中 

手話  毎週・火曜日      （夜間）  図書室 コロナで休会中 

民謡の会  第 1・第 3月曜日    （夜間）  和室 コロナで休会中 

皆さんしっかりとコロナ感染対策を行ない、楽しんで活躍中です。 

各愛好会も興味のお持ち方を随時お待ちしております。 

 

市の補助事業花いっぱい運動で、春と秋に分けプランタンに植栽しましたが 

日の当たりの悪い設置であったため冬の時期の、寒さで、葉が凍みれて枯れる寸前ま

でになりました、日の当たりの良い公民館の南側移し懸命の手入れの結果この様に復

活できました、自然の生命力の素晴らしさも感じました。 
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